
 

時
代
の
流
れ
で
し
ょ
う
か
。
こ
こ
数
年
で
商
店
会
が
消
え
て

い
ま
す
。
私
ど
も
の
南
千
住
駅
前
の
コ
ツ
通
り
商
店
会
は
、
敗

戦
後
の
昭
和
二
十
七
年
に
会
と
し
て
発
足
し
、
昭
和
四
十
五
年

に
は
百
二
十
八
店
、
平
成
三
年
に
は
百
四
十
九
店
と
加
盟
店
が

増
加
し
賑
わ
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
平
成
二
十
三
年
に
は
百
十

店
と
減
り
始
め
、
こ
こ
二
年
間
で
急
激
に
廃
業
す
る
店
が
増
え
、

現
在
は
加
盟
店
は
六
十
五
店
と
減
り
ま
し
た
。
JR
駅
前
の
商
店

街
で
こ
の
ざ
ま
で
す
。

ス
ー
パ
ー
の
進
出
と
大
量
仕
入
れ
に
よ
る
各
ス
ー
パ
ー
間
の

価
格
競
争
は
、
小
売
商
で
は
真
似
の
で
き
な
い
流
通
の
仕
組
み

で
す
。
コ
ン
ビ
ニ
は
役
所
の
役
割
ま
で
す
る
よ
う
に
な
り
、
あ

ら
ゆ
る
便
利
性
を
備
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

資
本
力
の
あ
る
者
が
生
き
残
っ
て
い
く
社
会
へ

と
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
て
進
ん
で
い
ま
す
。
何
一

つ
と
り
え
の
な
い
小
売
商
は
消
え
て
い
く
だ
け

で
す
。
小
売
商
人
は
国
民
年
金
で
は
生
き
て
い

け
ず
、
ど
う
や
っ
て
食
べ
て
い
っ
た
ら
よ
い
の

か
苦
し
ん
で
い
ま
す
。
利
便
性
が
あ
り
利
用
価

値
の
あ
る
場
所
な
ら
土
地
家
屋
を
売
り
払
っ
て

も
高
く
売
れ
る
で
し
ょ
う
が
、
小
売
商
の
持
っ
て
い
る
土
地
は

十
坪
か
二
十
坪
あ
れ
ば
大
地
主
で
す
。
大
方
の
人
は
借
地
が
多

く
、
身
辺
整
理
に
苦
慮
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

商
店
街
に
賑
わ
い
を
と
各
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
が
、
運
営

資
金
が
集
ま
り
ま
せ
ん
。

来
春
、
南
千
住
商
店
連
合
で
は
、
江
戸
文
化
を
テ
ー
マ
と
し

た
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
致
し
ま
す
。
元
気
で
や
り
ま
す
。

皆
様
、
応
援
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

コ
ツ
通
り

杉
山
六
郎
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吉
田
喜
一
教
授
の

も
の
つ
く
り
工
学
便
り

都
立
産
技
高
専
名
誉
教
授

吉
田
喜
一

荒
川
区
に
は
大
企
業
（
繊
維
、
製
紙
、
ガ
ス
、
電
力
等
）

と
と
も
に
各
種
の
地
場
産
業
が
集
積
し
て
い
た
。
自
転

車
、
皮
革
製
品
、
鉛
筆
、
家
具
等
と
と
も
に
中
小
の
造

船
所
も
隅
田
川
沿
い
に
あ
っ
た
。
旧
航
空
高
専
の
隣
に

は
高
橋
造
船
が
あ
っ
た
。
私
は
１
９
４
８
年
１
月
生
ま
れ
の
，

旧
航
空
高
専
・
機
械
工
学
科
２
期
生
で
、
高
橋
造
船
の

リ
ベ
ッ
ト
打
ち
の
音
を
聞
き
な
が
ら
勉
学
に
勤
し
ん
だ
．

高
橋
造
船
は
、
１
９
０
５（
明
治
38
）
年
船
大
工
の
高
橋

粂
吉
氏
が
，
南
葛
飾
郡
墨
田
村
（
現
墨
田
区
堤
通
２
丁

目
）
で
開
業
さ
れ
た
。
１
９
２
３（
大
正
12
）
年
対
岸
の
北

豊
島
郡
南
千
住
町
（
現
汐
入
地
域
）
に
移
転
し
た
。

戦
後
木
造
船
か
ら
鋼
鉄
船
に
、
同
じ
職

人
さ
ん
が
製
造
技
術
を
転
換
し
た
。
こ
れ

は
す
ご
い
こ
と
で
あ
る
。
溶
接
も
含
め
て
職

人
さ
ん
自
身
が
自
社
技
術
に
切
り
替
え
た
。

後
の
職
人
さ
ん
は
７
人
で
あ
っ
た
。
社
長

や
職
人
さ
ん
と
私
は
顔
見
知
り
で
あ
っ
た
。
造
船
所
解

体
前
に
名
残
を
惜
し
ん
で
懇
親
会
を
行
っ
た
。
木
造
船

を
作
る
各
種
道
具
や
設
計
図
は
船
の
科
学
館
に
寄
贈

し
た
。
現
在
隅
田
川
沿
い
の
造
船
所
は
，
高
橋
造
船
の

対
岸
（
足
立
区
）
の
伊
沢
造
船
所
の
み
と
な
っ
た
。
高
橋

造
船
の
あ
っ
た
場
所
は
現
在
汐
入
公
園
に
な
っ
て
い
る
。

荒
川
区
最
後
の
造
船
所
・
高
橋
造
船
の
思
い
出

こ
ん
に
ち
は
。
メ
ガ
ネ
の
サ
ト
ウ
４
代
目
で
す
。
私
は
昨
年
か
ら
、

小
さ
な
水
槽
で
淡
水
に
住
む
エ
ビ
（
ミ
ナ
ミ
ヌ
マ
エ
ビ
の
仲
間
）
と
、

巻
き
貝
の
カ
ワ
ニ
ナ
（
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
の
幼
虫
の
え
さ
と
し
て
知
ら
れ

る
）
を
飼
育
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
小
田
原
市
に
あ
る
神
奈
川
県

立
生
命
の
星
・
地
球
博
物
館
の
屋
外
講
座
「
川
や
用
水
路
の
生
き
物
を

調
べ
て
み
よ
う
」
に
参
加
し
た
際
、
採
集
し
て
き
た
も
の
で
す
。

子
供
の
頃
に
、
荒
川
の
水
た
ま
り
で
釣
っ
た
ア
メ
リ
カ
ザ
リ
ガ
ニ
や
、

田
舎
の
池
で
捕
ま
え
て
き
た
フ
ナ
、
ク
チ
ボ
ソ
な
ど
を
飼
っ
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
以
来
久
し
ぶ
り
の
水
槽
飼
育
で
す
。
観
察
し
て
み

る
と
こ
れ
が
な
か
な
か
面
白
く
、
盛
ん
に
腹
肢
を
動
か
し
て
ス
ス
ー
ッ

と
優
雅
に
泳
ぎ
、
エ
サ
の
青
菜
を
ツ
マ
ツ
マ
と
突
い
て
い
る
エ
ビ
の
様

子
や
、
動
き
が
の
ろ
い
よ
う
で
意
外
と
あ
ち
こ
ち
動
き
回
る
カ
ワ
ニ
ナ

の
様
子
を
見
て
い
る
と
飽
き
ま
せ
ん
。
い
つ
の
間
に
か
エ
ビ
の
お
腹
に

卵
が
付
い
て
い
た
り
、
小
エ
ビ
や
小
貝
が
誕
生
し
て
い
た
り
し
て
、
生

命
の
神
秘
を
垣
間
見
る
感
じ
で
す
。

最
近
、
「
池
の
水
を
ぜ
ん
ぶ
抜
く
」
と
い
う
テ
レ
ビ
番
組
が
評
判
で

す
が
、
実
際
に
野
外
で
の
生
き
物
採
集
や
飼
育
を
行
っ
て
み
る
と
、
そ

の
生
物
の
こ
と
を
知
る
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
理
科
・
生
物
の
教
科
書

に
載
っ
て
い
る
学
習
事
項
に
興
味
を
持
っ
た
り
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
報

じ
ら
れ
る
水
辺
の
環
境
問
題
や
、
外
来
生
物
・
遺
伝
子
汚
染
の
問
題
に

関
心
を
持
つ
き
っ
か
け
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。
何
よ
り
も
、
小
さ
く
て

も
命
あ
る
も
の
に
真
摯
に
向
き
合
う
こ
と
で
、
そ
の
尊
さ
を
改
め
て
実

感
で
き
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

■
メ
ガ
ネ
の
サ
ト
ウ
■

南
千
住
５
丁
目
43
の
13
【
城
北
信
金
並
び
】

℡
０
３
（
３
８
０
６
）
４
９
３
０

★
休
業
日
の
ご
案
内
【
土
・
日
・
祝
は
営
業
し
ま
す
！
】
★

10
月
…
31
（
火
）

11
月
…
７
・
14
・
21
・
28
（
火
）

★
営
業
時
間
の
ご
案
内
★

平
日
（
月
～
金
）
…
AM
９
時
～
PM
６
時
30
分

※
11
月
８
（
水
）
の
み
、

商
品
仕
入
の
た
め
、
PM
１
時
か
ら
の
営
業
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

土
・
日
・
祝
…
AM
10
時
～
PM
５
時

メ
ガ
ネ
の

祐
一
郎
君
の

ア
ド
バ
イ
ス

消費生活

アドバイザー

佐藤祐一郎

さ
び
れ
て
消
え
て
行
く
商
店
会（
街
）

水
槽
で
生
き
物
飼
育
の
「
楽
し
さ
」
再
発
見

月
末
か
ら
国
際
学
会
で
北
京
の
航
空
航
天
大
学
に
行
っ

て
き
ま
し
た
。
こ
の
大
学
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
手
に
入
れ

ま
し
た
。
ご
入
用
の
方
編
集
長
の
鬼
塚
さ
ん
あ
て
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
さ
し
上
げ
ま
す
。

杉
山
六
郎
氏
の
語
る
南
千
住
一
口
話
「
昔
の
写
真
で
綴
る
街
の
風
景
」
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５
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